
COMPANY PROFILE 大阪金属株式会社 ISO 9001

生産する各種鋳造部品

最先端の技術を導入した生産ライン

大
阪
金
属 

株
式
会
社

技
術
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

高
品
質
の
鋳
造
部
品
を
供
給

　

ね
ず
み
鋳
鉄
（
Ｆ
Ｃ
）
や
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
（
Ｆ
Ｃ
Ｄ
）
を
素
材
に
し
た
部
品
（
部

材
）
の
生
産
を
得
意
に
す
る
。
0.1
㎏
か
ら
30

㎏
ま
で
の
小
物
に
強
く
、
30
個
程
度
の
小

ロ
ッ
ト
品
か
ら
２
０
０
０
個
程
度
の
量
産
品

ま
で
に
対
応
す
る
。
関
連
会
社
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
加
工
ま
で
を
請
け
負
う
体
制
を
構
築

す
る
ほ
か
、
中
物
お
よ
び
大
物
の
要
望
に
対

し
て
は
海
外
か
ら
調
達
す
る
仕
組
み
を
整
え

る
。
品
質
確
保
と
安
定
供
給
を
実
践
し
て
い

る
こ
と
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
信
頼
も
高

く
、
現
在
は
大
手
の
農
業
機
械
・
建
設
機

械
・
産
業
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
鋳
物
部
品

を
供
給
し
て
い
る
。

　

月
産
約
３
０
０
t
の
生
産
能
力
を
持
つ
本

社
工
場
に
加
え
て
、
倉
庫
と
し
て
和
泉
工
場

（
大
阪
府
和
泉
市
）
を
持
つ
。
ま
た
、
輸
入

鋳
物
部
品
の
専
門
商
社
、
朋
友
金
属
株
式
会

社
（
同
）
を
関
連
会
社
と
す
る
ほ
か
、
加
工

業
務
を
行
う
協
力
会
社
・
株
式
会
社
ス
ギ

テ
ッ
ク
（
堺
市
）
を
加
え
て
国
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
中
。
さ
ら
に
朋
友
金
属
と
の

折
半
出
資
で
「
澳
萨
咖
金
属
材
料
（
上
海
）

有
限
公
司
」
を
設
立
す
る
ほ
か
、
現
地
企
業

と
合
弁
で
立
ち
上
げ
た
「
太
倉
中
佑
機
械
工

業
有
限
公
司
」
な
ど
中
国
に
お
け
る
生
産
も

積
極
的
で
、
こ
の
２
社
以
外
に
８
社
の
鋳
物

工
場
（
台
湾
企
業
も
含
む
）
と
協
力
関
係
を

結
ぶ
。
納
期
や
価
格
な
ど
様
々
な
顧
客
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、
需
要
動
向
な
ど

に
応
じ
て
効
率
よ
く
生
産
で
き
る
経
営
基
盤

が
大
き
な
武
器
と
な
っ
て
い
る
。

　

元
素
の
配
合
、
鋳
造
・
冷
却
温
度
の
設
定

な
ど
品
質
の
高
い
鋳
物
づ
く
り
に
は
、
こ
れ

ら
の
鋳
造
技
術
の
伝
承
が
欠
か
せ
な
い
。
そ

こ
で
同
社
で
は
外
部
か
ら
講
師
も
招
い
て
研

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
社
内
講
師
も
輪
番
制

と
し
、
社
内
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
。
具
体
的
に
は
、
“
な
に
わ
の
名
工
”
や

“
現
代
の
名
工
”
な
ど
で
表
彰
さ
れ
た
社
員

が
率
先
し
て
行
う
。
中
国
お
よ
び
台
湾
の
協

力
工
場
に
対
し
て
も
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
派

遣
や
常
駐
で
、
技
術
指
導
を
徹
底
す
る
。
最

新
の
自
動
造
型
機
も
導
入
済
み
で
、
各
工
程

で
徹
底
し
た
品
質
管
理
を
行
う
ほ
か
、
今
後

は
検
査
装
置
の
充
実
も
図
る
計
画
。

　

「
同
業
者
は

減
る
ば
か
り
で
、

価
格
も
“
卵
”
や

“
バ
ナ
ナ
”
と
同

じ
よ
う
に
昔
と
変

わ
ら
な
い
」
と
業

界
の
状
況
を
語
る

阪
口
新
太
郎
社
長

だ
が
、
そ
の
一
方
で
「
鋳
物
づ
く
り
は
未
来
永
劫

あ
る
仕
事
だ
」
と
熱
い
想
い
を
語
る
。
平
成
８
年

か
ら
社
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
取
っ
て
き
た
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
受
注
が
な
く
な
る
な
ど

厳
し
い
局
面
も
経
験
し
て
き
た
が
、
品
質
確
保

と
信
頼
獲
得
で
難
局
を
乗
り
切
っ
て
き
た
。
今

後
も
そ
の
方
針
を
貫
く
構
え
で
、
「
“
継
続
”
が

一
番
。
規
模
の
大
き
な
会
社
に
な
る
よ
り
、
小
さ

く
て
も
い
い
か
ら
１
０
０
年
後
も
生
き
残
っ
て
い

る
会
社
に
し
た
い
」
と
語
気
を
強
め
る
。

昭和46年、鋳物企業４社が「ヤマト金属協同組合」を設立。
昭和50年４社合併し大阪金属株式会社となりました。昭和
51年に泉北工場を竣工。平成12年和泉市テクノステージに和
泉工場および倉庫を完成。創業以来約100年世の中に鋳物を
提供し、老舗企業と言われる会社を目指して社業に専念致しま
す。

代表取締役 阪口 新太郎さん http://www.osakametal.co.jp

■主な事業内容
銑鉄鋳物（ＦＣ、ＦＣＤ）
による部品および部材
の生産

■主な取引先（納入先）
農業機械・建設機械・
産業機械メーカー

住　所／〒592-0001
高石市高砂
3-30

ＴＥＬ／072-268-0151
ＦＡＸ／072-268-0155
創　業／大正７年１月
創　立／昭和22年３月
資本金／7,000万円
従業員／35名鋳物のプロとして「お客様に信頼される品質確保」を

目指し、確かな製品を提供します。
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ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
と
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強み

大
会
社
に
な
る
よ
り
、

１
０
０
年
後
も
残
る
会
社
に

今後の
展望
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